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組立説明書

「 PP・PETバンド台車（P400）」をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
安全かつ正確に組み立てるため、本書を必ず最後までお読みいただき、
手順に従って作業を行い、商品を正しく安全にお取り扱いください。

＊本書は大切に保管してください。

はじめに
▪ 商品が到着しましたら７日以内に開封して中身/動作をご確認ください。

　　付属品の欠品、破損、初期不良等がございましたらすぐに販売店にご連絡ください。

　　※外見補償はございません。塗装剥がれや、汚れなどがある場合がございます。

▪ 本製品を本来の用途以外には使用しないでください。また、改造はしないでください。

▪ 改造により故障及び損傷した場合は保証対象外となりますのでご注意ください。

▪ 調査を依頼される際の送料はお客様のご負担となりますのであらかじめご了承ください。

▪ 継続的な製品改良のため、本書記載の内容は予告なく変更される場合があります。

　　お届けした製品と本書記載の内容に一部相違がある場合がございます。

▪ 本書記載の内容に反する取り扱いを行ったことにより生じた損害に関して、

▪ 弊社または販売店は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

▪ 本書に記載されている警告や注意事項は、起こりうるすべての条件や状況を

　　網羅しているわけではありません。製品を安全に組立て・使用し、人身事故や物的損害を

　　未然に防止する責任は製品の取扱者にあります。十分にご注意のうえ、作業を行ってください。

注意事項
▪ 組立時は作業に適した服装（手袋・作業服・安全靴等）で、安全に作業してください。

▪ 各ボルト・ナットは確実に締め付けてください。

▪ 可動部に指を挟まないようご注意ください。

▪ 使用前に各部の固定状態をご確認ください。

▪ しっかりとした硬い水平な場所に設置してご使用ください。

▪ お子様が手を触れない場所で使用・保管してください。

▪ 異常が見受けられた場合はすぐに使用を中止してください。
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A

B Uハンドル
取付用予備
ねじセット

部品一覧

A
Aのボルトが穴に入り
にくい場合、こちらを
ご使用ください

B

商品について
角パイプの溶接・曲げ加工は
手作業ですので、そのままですと
穴に入らない場合がございます。
お手数ですが、お客様にて
穴に合うように曲げ、
ゴムハンマーなどで叩いて
差し込んでください。



2.車輪の取付け 

組立手順 

1. 下部ベースの組立て

1-1.
ベースをスチールバーに
差し込みます。

1-2.
穴位置を合わせ、Aのボルトとナットでしっかり固定します。

必要工具：14mmレンチ、27mm対応のモンキーレンチ、ゴムハンマー

2-1.
車輪をベースから出ている
軸部に取り付けます。

2-2.
ロックナットを締め付けて固定します。
※内側にナイロンが付いたナットです。
モンキーレンチなどの工具で締めてください。
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穴位置に
注意 レンチ

14mm

レンチ24mm



3. メインフレームの組立て

3-1.
ローラーを対応する穴に差し込み、
ローラーについているナットで
固定します。

3-2.
片側を本体フレームの穴に、
もう片側をバーに合わせ、ボルトで固定します。
※ 締めすぎないでください。

3-3.
ハンドルをスチールバーに差し込みます。

3-4.
トレーの穴位置を合わせ、ボルトで固定します。

4.ディスクおよびストラップホルダーの取付け 

4-1.
突起があるほうの
ディスクの穴に
ボルトを通し、
ナットを取り付けます。
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レンチ
14mm

レンチ
14mm

レンチ
14mm



�-2. 使用するストラップ幅に合わせて、ボルト取付穴位置を調整します。

�-3. ネジ棒をディスク中央の穴に差し込みます。

�-4. ディスクを本体フレームの取付穴に差し込み、ナットで固定します。
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レンチ
27mm

内側から外側に出します

外側内側

外側



�-5.
台車を床に倒し、
ストラップコイルをセットします。
ディスクの3本のボルトで内側を押さえ、
しっかり固定してください。
※この時ストラップを締めている
バンドを外さないでください。
巻きがバラバラになります。

�-6.
平らなほうのディスクに
ボルトを取り付けます。

7

レンチ
14mm
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�-�. 
ディスク中央穴と
ネジ棒位置を合わせます。

�-�. 
ディスクのネジがコイル内側を
押さえているか確認し、
ネジ棒のナットを締め付けます。
台車を起こしたあと、さらに締めてください。

�-�. 
スプリングの片側を
上部穴に掛けます。

�-��. 
もう片側をベース側の穴に掛けて完成！
※ 穴位置は3段階で調整可能です。

※しっかり
締めてください


